
参加者 田井健治（文学部神道学科助手）・櫻井治男（大学院特別教授）、大学生　8名、大学院生　3名

今後の活動 未定

記録

実施期間 令和元年５月２７日（月）　～　令和２年２月２９日（土）

活動の目的と計画

伊勢志摩地域を訪れる外国人観光者にたいして、名所・旧跡・文化資産・自然資産等、その魅力を明
らかにし、広く発信することを目的として結成した。観光案内等にあまり紹介されない場所を調査
し、1冊の冊子に纏め、英文のリード文を記し、地域社会の観光資源の発掘及び発信、また編集に携わ
る学生自身の語学力向上に努めることを主たる目的とする。重ねてその冊子を地域社会に提供し、広
く情報の拡散を目指すものである。今回は滝に焦点をあててその活動を行った。近隣では熊野の那智
の滝や赤目四十八滝といった有名な場所もあるが、伊勢志摩では神宮に滝祭神という水神をお祭りし
ている場所もあり、密接な関係が見て取れる。それらにまつわる歴史・文学や物語、環境、生業、
人々の生活や利用方法を調べることで、学生の調査研究力をたかめるとともに、英文でリード文を作
ることで、語学力の向上、異文化コミュニケーションへの興味をひきつけ、また社会へでてからも、
そうした面での力量が発揮されることを期待している。

活動内容
と

実績・成果

活動内容
本年度の主な活動内容は次の通りである。
①勉強会の開催
　神道学科研究室を利用し、数次の勉強会と編集会議を開催。学生が独自に調べ関心を持った伊勢志
摩の滝について調査研究の絞り込みを行ない、それぞれ資料収集などを実施した。
②現地調査と地域探訪
　令和1年7月31日、8月1日に近隣ヶ所毎のメンバーで合同調査実施（伊勢市・南伊勢町・多気郡）。
また各人の担当箇所については随時個別調査を実施。
③小冊子の編集刊行と配布
　神道学科2年生が編集委員長をつとめ、冊子を編集し（3月25日刊行予定）寄贈・配布を随時進め
る。

実績・成果

①成果品
　『伊勢志摩百物語～知られざる小さな滝を訪ねて～』（令和2年3月25日）1500部刊行予定。
②学外での調査等を通じてこれまで知らなかった伊勢志摩地域の歴史・文化の魅力発見につながっ
た。
③本学が進めている「地〈知〉の拠点整備事情（大学COC事業)」において連携している3市5町の協力
により諸情報を得られたこと。またその情報を冊子という形で地域に還元できる。

計画名 外国人観光者に対する伊勢志摩の観光資源の発信

平成31（令和元）年度皇學館おかげキャンパスプロジェクト報告書

教員名：田井健治　・　櫻井治男

分野： 歴史

項目名 内　　　　　　　　容



計画名 「八雲琴」の継承を通じた地域神社の活性化プロジェクト

平成31（令和元）年度皇學館おかげキャンパスプロジェクト報告書

教員名：板井正斉

分野： 歴史・伝統文化・異文化、地域づくり・公共・環境、人材育成等の活動

項目名 内　　　　　　　　容

実施期間 令和元年　8月 1日（木）　～　令和　2年　2月　11日（火）

活動の目的と計画

　本活動は、神職課程履修学生を中心として、継承の危ぶまれる「八雲琴」の演奏技術の継
承と、「八雲琴」の奉奏による地域神社の活性化の可能性について検証した。
　具体的には別紙の事業計画（別添資料1）にそって実施し、関係する教職員を中心に、適
切な計画遂行をはかった。

活動内容
と

実績・成果

活動内容
事業計画に従って、以下のとおり活動した。
（１） 演奏指導　５日間10回
    （9/21（土）Ⅰ・Ⅱ、11/13（水）Ⅰ・Ⅱ、12/7（土）Ⅰ・ Ⅱ、12/21（土）Ⅰ・Ⅱ、
      1/25（土）Ⅰ・Ⅱ）いずれも祭式教室
（２） 自主練習　適宜
（３） 奉奏（成果発表）
　　　2/5（火）学内発表会＠祭式教室　別添資料4,5
　　　2/11（火）建国記念祭＠神明神社　別添資料5

実績・成果

活動の成果として、学生10名が八雲琴の入門曲「古人の今様」を稽古し、「友千鳥／蓬莱
山」「氏神参拝」の２曲を修得継承した（別添資料3）。
　また、2/5の学内発表会には、本事業未参加の1年生が2名参列し、今後の参加希望を聞く
ことができたことから、次年度以降の継承者にも一定の成果を得た。
　さらに、2/11の建国記念祭では、参列された氏子崇敬者より「良い奉納だった」「来年も
やってほしい」など感想をいただき、八雲琴を通じた地域のつながりを体験的に理解できた
（別添資料5）。

参加者

＜学生＞
10名

＜指導・協力＞
大田清博（神明神社宮司）
浦野亜子（神明神社禰宜・八雲琴伝承の会会長）
渡邊良永（八雲琴伝承の会事務局長）

＜教職員＞
板井正斉（教育開発センター・准教授）
石井世津子（神職養成部）
中山郁（文学部・教授）

今後の活動
次年度以降は、文学部神道学科における神職養成にかかる事業に組み込むことを学科へ提案
し、了承された。

記録
別添資料5参照



「八雲琴」の継承を通じた地域神社の活性化プロジェクト事業計画

本活動は、神職課程履修学生を中心として、継承の危ぶまれる「八雲琴」の演奏
技術の継承と、「八雲琴」の奉奏による地域神社の活性化の可能性を検証する。

目

的

年度 R1
（2019）

R2
（2020）

月 7 8 9 10 11 12 1 2

演奏
指導

21（土）
Ⅰ・Ⅱ限目
祭式教室

13（水）
Ⅰ・Ⅱ限目
祭式教室

7（土）
21（土）
Ⅰ・Ⅱ限目
祭式教室

25（土）
Ⅰ・Ⅱ限目
祭式教室

自主
練習

適宜
祭式教室

適宜
祭式教室

適宜
祭式教室

適宜
祭式教室

適宜
祭式教室

奉奏
（成果発表）

5（火）
学内発表会

11（火）
神明神社

その他 申請
学生周知 報告書

備

考

・演奏指導は、琴の台数に合わせて2クラスに分けて行った。
・演奏指導及び自主練習は、祭式教室の男女更衣室（畳部屋）を使用した。
・神明神社よりお借りする八雲琴は、祭式教室の祭具庫へ保管した。
・奉奏は成果報告を兼ねて、2/5に学内（祭式教室）、2/11に神明神社のご神前で行った。

別添資料1



神
社
神
道
の
祭
典
楽
で
あ
る
八
雲
琴

の
習
得
を
通
じ
て
、
地
域
神
社
で
の

奏
楽
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

八
雲
琴
伝
承
の
会
の
ご
指
導
の
も
と

今
年
度
は
、
十
名
の
神
職
課
程
学
生

が
お
稽
古
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の

成
果
を
祭
式
教
室
に
て
ご
披
露
し
ま

す
。

興
味
関
心
の
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も

ご
参
集
く
だ
さ
い
。

「八
雲
琴
」の
継
承
を
通
じ
た

地
域
神
社
の
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェク
ト

学
内
発
表
会

令
和
二
年
二
月
四
日(

火)

十
一
時
一
〇
分
～

於

祭
式
教
室

本事業は、平成31年度皇學館おかげキャンパスプロジェクトとして実施しています。

世話人：板井正斉（教育開発センター・准教授）、石井世津子（神職養成部）、中山郁（神道学科・教授、神職養成委員長）
指導・協力：大田清博（神明神社宮司・館友）、浦野亜子（神明神社禰宜・八雲琴伝承の会会長・館友）、渡邊良永（八雲琴伝承の会事務局長）
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」の
継
承
を
通
じ
た
地
域
神
社
の
活
性
化
プ
ロ
ジ
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【八
雲
琴
の
創
案
か
ら
現
在
ま
で
の
概
要
】 

八
雲
琴
は
、
伊
予
国
の
中
山

な
か
や
ま

琴 こ
と

主 ぬ
し

が
一
八
二
〇
年
に
出
雲
大
社

を
参
拝
し
た
折
、
御
神
意
を
得
て
創
案
し
た
二
絃
琴
で
す
。 

江
戸
後
期
に
創
案
さ
れ
た
八
雲
琴
は
、
明
治
・
大
正
期
に
隆
盛

と
な
り
、
昭
和
期
に
は
名
古
屋
（神
社
神
道
／
八
雲
大
岸
流
）
、
京

都
（
教
派
神
道
／
大
本
）
、
奈
良
（
真
言
宗
／
飛
鳥
寺
）
の
三
流
派

の
家
元
が
国
の
記
録
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
八
雲
琴

は
普
及
し
、
文
化
財
と
し
て
の
評
価
も
得
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
全

て
の
家
元
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
衰
微
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

中
山
琴
主
か
ら
実
弟
の
大
岸
元

お
お
ぎ
し
も
と

琴 こ
と

に
受
け
継
が
れ
た
「
八
雲

や

く

も

大
岸
流

お
お
ぎ
し
り
ゅ
う

」
は
、
神
社
神
道
の
祭
典
楽
と
し
て
一
部
の
神
社
で
継
承

さ
れ
て
き
ま
し
た
（
御
神
事
に
限
ら
れ
て
奏
楽
さ
れ
て
き
ま
し
た
）
。

家
元
制
度
の
廃
止
後
、
継
承
の
途
絶
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。 

【千
鳥
育
て
る
会
】 

八
雲
琴
伝
承
の
会
で
は
、
神
社
神
道
の
祭
典
楽
と
し
て
の
八
雲

琴
の
継
承
活
動
を
行
って
い
ま
す
。
お
か
げ
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
連
携
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、
継
承
の
危
ぶ
ま
れ
る

八
雲
琴
に
と
って
、
未
来
へ
の
重
要
な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
神
職
課
程
を
履
修
さ
れ
て
い
る
学
生
有
志
の

方
々
に
、
八
雲
琴
の
入
門
曲
「
古
人

こ
じ

ん

の
今
様

い
ま
よ
う

」
を
稽
古
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
琴
を
弾
く
時
の
左
手
は
水
辺
の
千
鳥
の
象
と
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
稽
古
の
集
い
を
「千
鳥
育
て
る
会
」と
名
付
け
ま
し
た
。 

本
年
は
八
雲
琴
創
案
二
〇
〇
周
年
。
メ
モ
リ
ア
ル
イ
ヤ
ー
に
学

内
発
表
会
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

【古
人
の
今
様
】 

 
「
古
人
の
今
様
」
は
、
祭
典
に
よ
って
歌
詞
を
替
え
て
奉
奏
で
き
る

こ
と
が
魅
力
で
す
。
千
鳥
育
て
る
会
の
発
表
曲
は
、
歌
詞
を
替
え
た

「友 と
も

千
鳥

ち

ど

り

／
蓬
莱
山

ほ
う
ら
い
さ
ん

」と
「氏
神

う
じ
が
み

参
拝

さ
ん
ぱ
い

」の
二
曲
で
す
。 



 
古
人
の
今
様
①  

「友
千
鳥
」 

み
ち
ひ
た
え
せ
ぬ 

汐
の
山 

さ
し
出
の
磯
の 
友
千
鳥 

君
が
よ
わ
ひ
を 

幾
千
代
と 

声
も
ゆ
た
か
に 

鳴
き
か
わ
す 

（中
山
琴
主
著
『八
雲
琴
譜
』よ
り
） 

 

「蓬
莱
山
」 

海
に
万
劫 

亀
遊
ぶ 

蓬
莱
山
を 

い
た
だ
け
る 

巌
の
亀
の 

よ
わ
ひ
を
ば 

君
に
ぞ
譲
る 

み
な
譲
る 

（『梁
塵
秘
抄
』よ
り 

う
た
い
替
え
） 

  

《意
》 

満
潮
干
潮
が
絶
え
る
こ
と
な
く
続

く
汐
の
山
／
海
に
の
び
る
磯
に
は
仲

良
く
千
鳥
が
群
が
っ
て
い
る
／
君
の

長
寿
を
祈
っ
て
「
チ
ヨ
チ
ヨ
（
千
代
千

代
）
」
と
／
千
鳥
は
豊
か
な
声
で
鳴

き
交
わ
し
て
い
る 

 

海
に
は
万
劫
（き
わ
め
て
長
い
年
月
）

を
経
た
亀
が
ゆ
う
ゆ
う
と
遊
び
戯

れ
て
い
る
／
そ
の
亀
は
蓬
莱
山
（
不

老
不
死
の
仙
人
の
住
む
霊
山
）
を
背

に
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
／
巌

と
と
も
に
あ
る
亀
の
長
寿
を
／
君
に

差
し
上
げ
る 

す
べ
て
差
し
上
げ
る 

  

 

古
人
の
今
様
②  

「氏
神
参
拝
」 

此
の
産
土
の
御
社
に 

我
等
の
御
祖
の
氏
神
は 

朝
な
夕
な
に
神
計
り 

氏
子
ら
守
り
給
う
な
り 

 

此
の
神
々
の
御
恵
を 

ゆ
め
ゆ
め
我
等
は
忘
る
ま
じ 

勤
め
学
び
て
真
心
を 

神
と
親
と
に
尽
く
す
べ
し 

（八
雲
大
岸
流 

伝
承
曲
） 

  

中山琴主              『八雲琴譜』        奏楽の様子 （『八雲琴譜』より） 



学内発表会 令和2年2月4日

神明神社奉奏 令和2年2月11日
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